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　メ艮海 め 鴛生 「た ダイ 又）植．物 φ 茎孫．1ミぱ多量 の ア ラ ン トイ ン が鯑 し．珂簸 陸臺 系

1成、分の 大藩竕 ・ が ア ラ ン トイ ／ で 占め られる 。 ぞ 必故 ．ア ラ ン トィ ン の 生成 ヒ豪6用 を

明 ら々
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に す るZ ヒは、 クツィで の 簍煮鞭 の しくみ を解 明［す ゐ う え で趣 め て垂 碧
二

で あ

る 。
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「醜が スを鰻紅 籀生グ イ ズ殖 物 に 囿是させ る ヒ．課粒 K ろ根 〕て ガ和を含む 多量 の

ア ラ ン ｝一イ ソか瞭 猷
一
さ 颪 k が ．駅紡 照 C脳 ％ 膚伽 め ア ラ ン トイ ン 」秀 バ著 しく

函炉 っ k 、 ま久メ艮の 蕃．蜜〜の ア ラ γ トイ ン K 冶・惹猷る
1
秘の丿総塁は 同 じ密〜威 の ア ミ ノ酸

K 創 漏
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躔 め 約4禰 （劇 k ． こ ♂ 薙累威 ア ラ ント有 1諏 耡 ⇔ うい 雁 淀

肇 勧 ・ ら選〜か K作 ら軟 ア ミ ノerL。k’・

丿はや く．
縦 あ 軅 く拶 行 す る ： ヒ を示 す ．

　參K 多量 の ア ラ ン トイ ン が麋藾 し嬪 め う爵姻 K 轟 を瞭去『
する ヒ 婦 ア ラ ン トイ

ン ば
一
すみ P カ・K 鷹火 L欠 ＿ 徽 除去 ヒ同瞬 K 、競酸ア 冫 そ ニ ウ ム 、繭 酸 、

／
廉象 の 何

ン ft・ を与 k て 6 ．ア ラ ン ト・イ ン ∂痴知 ぬ 髦く 斥 。 k 君の φ や は り藕 い で威ケ し政 。

ア ラ ン トイ γ は グ イズ 丿植物脇 中で 、他 の 肇 表愈．含 物 K よ フ て ・代行 て
・
きな い あ る 主E 的

役剃 を果 政 す利環可能 ．な塗黍埴瞼 物 で あ る こ ヒ が 矛霽 で きる。 ぎk 龝 ．を δ ぎ 』ら

な い 育橘艪 下 で ぱ、豪頑 ア ラ ン ト 1 ソ ば 吾 庭 （二種 ＆）形 成期 K 裁少 する ti）　Z
’
ダイ

ズ生潅 に 巻授 立っ て い る こ ヒが
’
彳〜愬ケ叭 る。
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k め WO　一尿酸 右
・ ら

i
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ア ラ ン ｝イ ン を念 成 し、．茎・
〃
・
ら、再 時砌級 収させ 、払 郡 吻茹 い

乗 9 耀 ノ痴分岬 K ヒ ジ こ ま 叭火
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ア ミノ酸 、尺 V ハ 、 タ ン パ タ
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、 忽 ア ラ ン トィ ンヵ喋 禰 蘇 剰 恥   ・ 1 コ こ ヒ

は朗 うbX で あう。

　ア ラ ン 桝 ン 1轍 翊 禰 耀 禰 コ まぱ 賦 喉 ・測 ない め で ，殖
・
ら
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驢
トイ ソ を与 え欠協冶丶、手　va移成 K 対 する柔儒 宰 ぱ瘢 粒 着生躍 の 鬼合ヒ id　ge　fs・る こ
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．
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拶者 きみ k 。遨擁 の 5 庚巾K おげ5 ア ミ ノ菠 、 タ ン パ ク頑 を 滋 じ め 』 すう糴 成
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一
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　つ ・ 1 で ア ラ ソ ｝イ ン が 直楼 8 麋形 成K 柔」用 う 畝 多可艇結 レ（っ い て鰡 し次。両 岳

癨 の サヤ をセ ーア ラ プ ト／ ソ澱 ［▽ え瀞 陶浸 し叢 一℃ は タ ン パ ク褒 9 は じ め ヒづ う

擁 成 、分・に ヒ リ込 孝れ旋 が、 その 猿 ld茎 か ら多 気尺揚ン合 K．慮 κ か な り 低 か っ な 。

　以 上 の 薪 累 よ り． ア ラ ン 玉 イ γ は糖 で 窒成 さ 蘇、タ陳、筌 κ イ多行 し 、ダイ ズ〉纃物

め 騨 塞夏 、子 奏形践 K タ蝦 さ ・圦 多 こ 』が瑚 ら〃
・ K な っ 7一 伽 酒生 軅 で その 剩

環寂陣 が 暦 K 葡 い ： と ば 、莱 生婆豪穆獲 しの 嵐塵 K お u て興疎課 ・
’
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